
編
集
後
記

V
立
教
大
学
の
自
校
史
研
究
機
関
「
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」
は
、

本
年
度

「立
教
学
院
と
戦
争
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
「立
教
築
地
時

代
の
研
究
」
と
い
う
こ
つ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
V
前
者
は
二
O
O
二
年
度
か
ら
三
年
間
文
科
省
科
研
費
補
助
金
に

採
択
さ
れ
、

O
五
年
三
月
に
研
究
報
告
書
『
国
際
環
境
の
中
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
！
立
教
大
学
を
事
例
と
し
て
1

』
を
刊
行
し
、

そ
の
成
果
を
も
と
に
し
た
研
究
論
文
集
？
＼
ツ
シ
ヨ
ン
ス
ク
ー
ル
と
戦

争

l
立
教
学
院
の
デ
イ
レ
ン
マ
』
（
仮
）
も
、
近
々
出
版
の
は
こ
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
号
に
掲
載
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
、
こ
の
研
究
の

一
環
で
取
材
し
た
も
の
で
す
。
V
今
号
で
特
筆
す
べ
き
は
、
当
セ
ン
タ

ー
が
常
々
よ
き
先
例
と
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
慶
応
義
塾
大

学
名
誉
教
授
の
白
井
厚
先
生
か
ら
ご
寄
稿
を
賜
っ
た
こ
と
で
す
。
白
井

先
生
の
お
仕
事
に
込
め
ら
れ
た
熱
い
思
い
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
活

動
に
活
力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
V
後
者
の
「
築
地
時
代
」
は
、

準
備
段
階
と
し
て
の
基
幹
資
料
の
整
理
が
進
捗
し
、
本
格
的
な
研
究
の

可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
早
速
そ
の
分
野
か
ら
、
大

江
、
手
代
木
両
研
究
員
に
よ
る
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。

い
ず
れ
も
外
国
人
宣
教
師
文
書
な
ど
の

一
次
資
料
を
丹
念
に
渉
猟

し
た
も
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
成
果
と
い
え
ま
す
。
V
な
お

今
ロ
す
か
ら
、
本
誌
を
立
教
学
院
の
教
職
員
全
員
に
配
布
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
既
刊
号
は
残
部
僅
少
で
す
が
、
閲
覧
等
ご
希
望
の
向
き

は
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員

前
回
一
男
）

第4号立教学院史研究

永井均

前回一男

2006年3月25日発行

大江 満

西原廉太

f立教学院史研究」編集委員会

委員長寺崎昌男

委 員老Jlj慶喜

奈須恵子

山中一弘

集編

編集担当

立教大学 立教学院史資料センター

センター長老川慶喜

〒171-8501 東京都豊島区西池袋3-34-1

電話 03(3985)2758 FAX.03(3985)2790 

株式会社坂根印刷

発行

発行者

局リ印




